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プログラム更新・マスタ更新・プラグイン 
 

 

☆プログラム更新 

新着情報に青字で「パッチ提供」があった際に更新を行っていただきます。 

 
 

 

 

☆従サーバ→主サーバの順で更新を行います。 

①ORCA アイコンをクリックし起動画面より、ホスト（ポート）の末尾の数字を

250 部分を 251 に変更し、実行をクリックします。 

 

② 
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「03：プログラム更新」を押します。 

 
 
③【Ｆ１２：更新】を押します。 

 
 
④確認画面が出てくるので、【ＯＫ】を選択します。 
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⑤プログラム更新を行うと自動的にＯＲＣＡの再起動がかかるので、他の端末も使用して

いない時に行ってください。（お昼休み・診療終了後など） 

※更新は早ければ再起動も含め５分以内に終了しますが、半年など更新をしていない期間

があるとそれまでの更新を全て行うことになるのでその分時間がかかってしまいます。

１週間に１度など、定期的に行っていただくのをお勧めします。 

 
 
⑥再度ＯＲＣＡを立ち上げ、プログラム更新の画面に移動し、処理が正常に行われたか、

確認します。 

 
 

⑦確認ができたら【Ｆ１：戻る】を選択します。 
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⑧【F1：終了】を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜主サーバーの更新＞ 
ORCA アイコンをクリックし 

起動画面より、ホスト（ポート）の末尾の数字を 251 部分を 250 に変更し、実行

をクリックします。 
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「03：プログラム更新」を押します。 

 
 
③【Ｆ１２：更新】を押します。 

 
 
④確認画面が出てくるので、【ＯＫ】を選択します。 
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⑤プログラム更新を行うと自動的にＯＲＣＡの再起動がかかるので、他の端末も使用して

いない時に行ってください。（お昼休み・診療終了後など） 

※更新は早ければ再起動も含め５分以内に終了しますが、半年など更新をしていない期間

があるとそれまでの更新を全て行うことになるのでその分時間がかかってしまいます。

１週間に１度など、定期的に行っていただくのをお勧めします。 

 
 
⑥再度ＯＲＣＡを立ち上げ、プログラム更新の画面に移動し、処理が正常に行われたか、

確認します。 

 
 

⑦確認ができたら【Ｆ１：戻る】を選択します。 
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☆マスタ更新 

 

新着情報に赤字で「マスタ更新」とあった際に更新を行っていただきます。 

※薬剤の場合、販売されたその日にマスタは更新されますが、夕方の６：００や 

夜の８：００に更新されるので、次の日の朝に更新をしていただくと情報が入っ

てきます。 

 

 

 

 

 

 

①業務メニューから【９２：マスタ更新】を選択します。 
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②【Ｆ１２：更新】を押します。 

 
 

③確認画面が出てくるので、【ＯＫ】を選択します。 

 
 

 

④処理が正常に行われたか確認をします。 

 
 

⑤確認ができたら【Ｆ１：戻る】を選択します。 
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☆プラグイン 

 

① 業務メニューから１つ戻り、【０３：プログラム更新】を選択します。 

 

 
 

 

② 【Ｆ４：プラグイン】を押します。 
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③ 【Ｆ１０：一括更新】を押します。 
 

 
 

④ 確認画面が表示されるので【ＯＫ】を押します。 
 

 
 

⑤ 「処理中です」の文字の表示がなくなったら【Ｆ１：戻る】で戻ります。 
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第１章 データチェック 

【1-1】 業務メニューより 41：データチェックを選択します。 

 

 
 

【1-2】F4：確認全印刷を押します。次に、F12：確定を押します。（院外処方の場合は最

下項目の処理に注意してください。） 
 

 

チェックする期間を指定

することも出来ます。 
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【1-3】F12：印刷するを押します。 

 

 
 

【1-4】「処理は正常に終了しました」の表示後、リストが印刷されます。（エラーがない場

合は出力されません。）F1：戻るを２回押すと、業務メニュー画面に戻ります。 

 

 
 

【1-5】shift+F7：設定保存を押すと一度設定したチェック項目を保存できます。（確認項目

以外の情報は保存できません。） 
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【1-6】登録名を入力し、F12：登録を押します。 

  
 

【1-7】保存した設定は、確認項目設定のプルダウンで選択できます。 
 

 
 

【1-8】設定内容を変更する場合は、変更したい項目を選択して、変更を行います。 

変更が終わったら Shift+F6：設定変更を押し、ＯＫを押します。 

設定内容を削除する場合は、削除したい項目を選択して、Shift+F5：設定削除を押し、 

ＯＫを押します。  

 
 

 



 

 17

第２章 明細書発行（一括作成） 

【2-1】業務メニューより 42：明細書を選択します。 

 

 
 

【2-2】（生保患者がいる場合）F9：生保等入力を押します。 
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【2-3】受給者番号を入力し、F12：登録を押します。

 
 

【2-4】確認画面が表示されますので、OK を押します。 
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【2-5】一括作成の右にあるボタンをクリックし、診療年月を入力し F12：確定を押しま

す。 

※画面右上 入院・入院外区分と提出用レセプトになっている事を確認してください。 
 

 
 

【2-6】一括作成確認のメッセージが表示されますので、OK を押します。 

 

 
 

 

【2-7】「処理は正常に終了しました」の表示後、F12：印刷を押します。 
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【2-8】レセプト種別不明に件数が上がっていないことを確認し、紙レセの場合は F12：

印刷を押します。レセ電でデータ作成のみの場合は、確認後、【2-11】から続けてくださ

い。 

（Ｆ７：次頁を押すと、国保→広域連合の件数が表示されます。） 

※レセプト種別不明に件数が上がっている場合は、３８ページの参考１をご参照ください。 
 

 
 

【2-9】全件印刷の場合は、F12：印刷するを押します。区分ごとに印刷したい場合は、出

力区分の全件印刷をクリックし、指定印刷にして印刷したい区分にチェックを入れ 

F12：印刷するを押して下さい。 

 

 
 

【2-10】「処理は正常に終了しました」の表示後、印刷が開始されます。印刷終了後、

F1：戻るを押します。 

スクロールバーを下にずらすと

表示されます。 
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明細書発行（件数印刷） 

 

【2-11】F4：件数印刷を押します。（一括作成発行時の件数を控えるリストです。） 

 

 
 

【2-12】確認画面が表示されますので、OK を押します。 

    印刷終了後、F1：戻るを２回押すと、業務メニュー画面に戻ります。 
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明細書発行（個別作成） 

 

【2-14】〈個別作成を行う場合〉業務メニューの 42：明細書より、個別作成の左にある

ボタンをクリックし、F12：確定を押します。※入院・入院外と提出用レセプトになって

いる事を確認してください。 
 

 
 

 

 

【2-15】個別作成確認のメッセージが表示されますので、OK を押します。 
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【2-16】患者番号、診療年月を入力し、Enter を押します。 

複数ある場合、同様に繰り返し入力します。次に、F12：確定を押します。 

（テスト患者は「テ」と表示されます。）

 
 

【2-17】確認画面が表示されますので、OK を押します。 

 

 
 

【2-18】「処理は正常に終了しました」の表示後、F12：印刷を押します。 
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【2-19】F12：印刷を押します。（件数に数値が上がっている箇所のみ印刷されます。） 

 

 
 

 

【2-20】F12：印刷するを押します。 

    ※印刷が必要ない場合はＦ11:印刷しないを選択します。 

 

 
 

【2-21】「処理は正常に終了しました」の表示後、印刷が開始されます。 

印刷終了後、F1：戻るを３回押すと、業務メニュー画面に戻ります。 

 

 



 

 25

第３章 請求管理 

 

☆返戻処理の場合 
【3-1】業務メニューより 43：請求管理を選択します。 

 
 

【3-2】診療年月（過去月）を入力します。 

    例）５月分のレセプトが返ってきた場合：診療年月＝５月 
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【３-３】該当の患者番号を入力し、Enter を押します。 

 
 

 

【３-４】請求年月（計上する月）を入力します。 

     例）7 月分と一緒に計上する場合：請求年月＝7 月 
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【３-５】総括の別作成が必要な場合は返戻年月を入力します。 

     返戻年月は診療年月と同じ月を入力します。 

 
 

 

【３-６】請求区分は「1．未請求」を選択します。 
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【３-７】F12：登録を押します。 

 
 

 

【３-８】確認画面が表示されるのでＯＫを押します。 

 
 

 

※複数ある場合は、同様の手順で処理を繰り返します。 

※更新終了後、F1：戻るを押すと業務メニュー画面に戻ります。 
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☆月遅れ分を当月請求に含める場合 
【３-９】診療年月（過去月）を入力します。 

     例）５月分の月遅れの場合：診療年月＝５月 

 
 

【３-10】該当の患者番号を入力し、Enter を押します。 

 
 



 

 30

 

【３-11】請求年月（計上する月）を入力します。 

     例）7 月分と一緒に計上する場合：請求年月＝7 月 

 
 

 

【３-12】請求区分は「1．未請求」を選択します。 
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【３-13】F12：登録を押します。 

 
 

 

【３-14】確認画面が表示されるので、OK を押します。 

 
 

 

※複数ある場合は、同様の手順で処理を繰り返します。 

※更新終了後、F1：戻るを押すと業務メニュー画面に戻ります。 
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☆当月の請求から除外し、月遅れ請求にする場合 
 

【3-15】診療年月（当月）を入力します。 

     例）7 月分のレセプトを月遅れにする場合：診療年月＝7 月 

 
 

 

【３-16】該当の患者番号を入力し、Enter を押します。 
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【３-17】請求年月は空白にします。 

 
 

【３-18】請求区分は「０．請求しない」を選択します。 
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【３-19】F12：登録を押します。 

 
 

 

【３-14】確認画面が表示されるので、OK を押します。 
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第４章 総括表発行（総括表・公費請求書の印刷） 

 

【4－1】44：総括表・公費請求書より、診療年月、請求年月日（提出日）を入力し、対象

帳票の全てにチェックが入っていることを確認したら、F12：印刷開始を押します。 

 
 

【4-6】F11：印刷しないを押します。 

 
 

【4-7】「処理は正常に終了しました」の表示後、F1：戻るを押します。 
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【4-8】F5：再印刷を押します。 

 
 

【4-9】帳票タイトルより必要な帳票を選択し、用紙をセットして F12：印刷を押します。 
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【4-10】確認画面が表示されますので、F12：OK を押します。 

 
 

 

【4-11】「処理は正常に終了しました」の表示後、帳票が発行されます。 

印刷終了後、F1：戻るを押します。 

 
 

 

 

 

《他の帳票についても、帳票タイトルより指定して、同様の処理を行ってください。》 
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総括表発行（レセ電データの作成） 

 

【4-12】業務メニューより 44：総括表・公費請求書を選択します。 

 
 

【4-13】診療年月、請求年月日（提出日）を入力し、ファイル出力先を確認します。 

    確認ができたら、次に F6：社保レセ電を押します。 
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【4-14】症状詳記を印刷する場合は F12：印刷するを押します。印刷しない場合は 

F12：印刷しないを押します。 

 
 

 

【4-15】「処理は正常に終了しました」と表示されたら、ディスクを抜き出します。 

Ｆ1:戻るを押し、国保レセ電についても同様の手順で処理を行ってください。 

（広域連合は国保に含んで作成します。） 
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[参考１] 

 

レセプト種別不明について 
レセプト一括作成において、レセプト種別不明の欄に件数が上がった場合、内容を確認・修

正してから、再度一括作成を行います。 

 

 

 
 

F8：出力区分、または画面左上部にある全件印刷ボタンをクリックし、指定印刷にします。 

レセプト種別不明のみ選択し、F12 印刷を押します。 

 

【レセプト種別不明に上がってしまう原因と思われる事例】 

①診療行為入力後に、 

・保険が削除されている 

・保険の期間が変更されている 

・保険情報を変更したら、保険組合せが変わっていた 

・公費等の追加で保険組合せが変わっている 

②主保険の期限が切れている 

 

などが考えられます。 

12：患者登録、21：診療行為などで確認・修正が必要です。 
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［参考２］ 

 

レセ電データ仕様 
例） 

  
    ・ 

      ・ 

   
 

７．確認が終わったら、画面を×で閉じ、フロッピーディスクを取り出す。 
 

※２回目からは、手順の５と６は必要ない場合があります。 

※データが正しく書き込まれている FD でも国保連合会や支払基金側のＰＣとＦＤの相性

により、エラーになってしまうことがあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

医院名の後ろの数字が提出月

（処理をした月） 

 

RE 行…RE のすぐ右がレセプト連番号、 

患者名の左の数字がレセプト月 

ＨO 行…保険者番号 

GO という表示があればデータが最後まで 

書き込まれている状態です。 

GO,総件数（併用含）,総点数となっていま

すので、総括表等と合っているかご確認下

さい。 
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[参考３] 

レセプト電算化（レセ電）・オンライン請求の際の提出書類一覧 

 

東京都、埼玉県、千葉県の場合 
 

【レセ電】 

 

◆国保連合会・広域連合会 

・ 当月分総括表（東京都はレセ電用の総括表） 

・ 光ディスク送付書 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆支払基金 

・ 光ディスク送付書（備考欄に件数記載） 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆公費請求書 

・ レセ併用以外は、ＦＤ内にデータが入りませんので、紙で提出下さい。 

 

【オンライン】 

 

◆国保連合会・広域連合会 

・ 当月分総括表（紙で提出します）（※東京都のみ不要） 

・ 当月分・月遅れ分明細書（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆支払基金 

・ 当月分・月遅れ分明細書（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆公費請求書 

・ レセ併用以外は、オンラインデータに含まれませんので、紙で提出下さい。 
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群馬県の場合 
 

【レセ電】 

 

◆国保連合会・広域連合会 

・ 光ディスク送付書（備考欄に件数記載） 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆支払基金 

・ 光ディスク送付書（備考欄に件数記載） 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆福祉医療費（連記式） 

・  現状は、紙での提出になりますが、今後ＦＤでの請求となる予定です。 

 

【オンライン】 

 

◆国保連合会・広域連合会 

・ 当月分・月遅れ分明細書（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆支払基金 

・ 当月分・月遅れ分明細書（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆福祉医療費（連記式） 

・  現状は、紙での提出になりますが、今後ＦＤでの請求となる予定です。 
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神奈川県の場合 
 

【レセ電】 

 

◆国保連合会・広域連合会 

・ 当月分総括表（総括表は返戻分も当月分に含めます） 

・ 光ディスク送付書 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆支払基金 

・ 光ディスク送付書（備考欄に件数記載） 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆公費請求書 

・ レセ併用以外は、ＦＤ内にデータが入りませんので、紙で提出下さい。 

 

※ 神奈川県の操作時の注意点 ※ 

当月分と返戻分の総括表を１枚で、提出をしなければならないため、請求管理を２度行う 

必要があります。 

 

① 43 請求管理画面にて、返戻年月を入力し登録をします。その後、44 総括表画面にて、

集計を行い、返戻分の社保の請求書、返戻分の国保・広域の請求書の印刷とフロッピー

にデータを落とします。 

② 再び 43 請求管理画面に戻り、国保・広域の返戻分を今度は返戻年月をはずして登録し

ます。その後、44 総括表画面にて集計を行い、国保・広域の総括表を印刷します。 

 

【オンライン】 

 

◆国保連合会・広域連合会 

・ 当月分・月遅れ分明細書（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆支払基金 

・ 当月分・月遅れ分明細書（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆公費請求書 

・ レセ併用以外は、オンラインデータに含まれませんので、紙で提出下さい。 
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茨城県の場合 
 

【レセ電】 

 

◆国保連合会・広域連合会・支払基金 

・ 光ディスク送付書（備考欄に件数記載） 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆公費請求書 

・ レセ併用以外は、ＦＤ内にデータが入りませんので、紙で提出下さい。 

 

【オンライン】 

 

◆国保連合会・広域連合会・支払基金 

・ 当月分・月遅れ分明細書（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆公費請求書 

・ レセ併用以外は、オンラインデータに含まれませんので、紙で提出下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 46

岩手県の場合 
 

【レセ電】 

◆支払基金 

・ 光ディスク送付書（備考欄に件数記載） 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆国保連合会・広域連合会 

・ 光ディスク送付書（備考欄に件数記載） 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆県単独公費請求書・レセ併用公費 

・ レセ併用以外は、FD データに含まれませんので、紙で提出下さい。 

 

【オンライン】 

◆支払基金 

・ 当月分・月遅れ分（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆国保連合会・広域連合会 

・ 当月分・月遅れ分（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆県単独公費請求書・レセ併用公費 

・ レセ併用以外は、オンラインデータに含まれませんので、紙で提出下さい。 

 

 

 

 

 

※ 返戻や月遅れ、公費の取り扱いについては、各都道府県や保険・公費の種類、ケース等

により異なりますので、各都道府県の審査機関にお問い合わせ下さい。 
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新潟県の場合 
 

【レセ電】 

◆支払基金・国保連合会・広域連合会 

・ 光ディスク送付書 

・ 当月分のＦＤまたはＭＯ（月遅れ含む） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆県単独公費請求書・レセ併用公費 

・ レセ併用以外は、FD データに含まれませんので、紙で提出下さい。 

 

【オンライン】 

◆支払基金・国保連合会・広域連合会 

・ 当月分・月遅れ分（オンラインでのデータ請求になります） 

・ 返戻分総括表、請求書、明細書（返戻分は紙での提出となります） 

・ 症状詳記（必要な場合） 

 

◆県単独公費請求書・レセ併用公費 

・ レセ併用以外は、オンラインデータに含まれませんので、紙で提出下さい。 

 

 

 

 

 

※ 返戻や月遅れ、公費の取り扱いについては、各都道府県や保険・公費の種類、ケース等

により異なりますので、各都道府県の審査機関にお問い合わせ下さい。 

 


